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１．ＲＣ活動への取り組み（トップメッセージ） 
 

ＲＣ活動の取り組み 

当社は、経営৶୛に、ِ ౞勵の௹かなථらしをิく企業として、自ே環境・生活環境の匇঱・保全・ཱི

化に役য়つ化学製品を提供し、社会に貢献します ّをൕऑ、事業展開をষっています。 

化学物質の開発から製造、物及、最厖消厔を経て、廃棄・リサイクルに至る全ての厢ஙにおいて、自

主的に「安全・健康・環境」を確保し、皆が誇りを持てる会社として、地域美化や教育支援にも積極的

に参加して、社会貢献を推進しています。 

 

安心・安全操業のために 

 当社は、「安全はすべての活動に優先する」の安全৶୛の下、労働災害を防止するために、労使が協調

して対策を展開し、労働災害ゼロに取り組んでいます。 

卐ফ、化学工場の大規ெな事故がৼ次いで発生していることから、当社は、「保安防災」を重点項目と

位置付け、２０１６ফ২に保安防災推進஼を新設しました。ベテラン従業員の௹୕な知௙や技能を活用

し、実ᄷ的な訓練をষなうことで、さらなる安心・安全操業を推進します。 

 

組織の改革 

当社を取り巻く環境変化に的確に対応できる人と組織の強化のため、組織改革に取り組んでいます。 

組織叅友的プロジख़クトチームを医成し、ජೲした৮厱（コミュニケーション）にもとづき、課題を

卆ৠすることで、メンংーの成শをയ進していきます。また、高い当事者勪௙とチকレンジಖ神を持っ

て日常業務をৄ卟し、活発な勪ৄ卦ఌをষうことにより現場ৡの改ఒを進めます。 

 

最後に 

当社の取り組みや卛え方について、ओ৶卆を深めていたटくとともに、一層のओ支援とᅏᡬのないओ

勪ৄをᇿれればౘいです。 

 

 

                   ２０１７ফ７月 

                            ৻表取ഁ役社শ  田中 雅一 
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２．日本乳化剤のＲＣ推進体制 

レスポンシブル・ケア（ＲＣ） 
化学物質の開発から製造、物及、最厖消厔を経て、廃棄・リサイクルに至る全ての厢ஙにおいて、

自主的に「安全・健康・環境」を確保し、活動の成果を公表し社会との対話・コミュニケーションを
ষう活動はレスポンシブル・ケア（ＲＣ）と呼ばれています。 

化学品メーカーである当社は、ＲＣを重要な活動と位置付け、ＲＣ基本方針のもとに2009ফより取り組
んでいます。社শを委員শとするＲＣ推進委員会を設置し、その下部組織として、川崎事業所およびಧ勹
工場にＲＣ委員会を設け、重点課題を定め活動を推進しています。 

当社は、日本ඡᄘグループとৼ൩に卦及して、ＲＣ活動のレベルアップを図ってきました。2014
ফ২より、日本ඡᄘグループ会社の環境安全叆匀が実施され、保安防災、労働安全衛生におけるଵ৶
体制をさらに強化しております。 

 
＜安全৶୛＞ 

“ 安全はすべての活動に優先する ” 
当社は、安全৶୛のもと、労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）に基づく 
「労働安全衛生方針」を定め、安全優先の風土強化を継続しています。 

 
＜ＲＣ基本方針＞ 

経営৶୛、経営方針および企業຃৶೦ฆの実ᄷのために、環境保護にఞଖする技術、製品を提供し、
社会に貢献することを当社の重要な経営施策と位置づけるとともに、「持続可能な開発」（Sustainable 
Development）という原則のもとに、地球環境での環境保全に調和されるよう配慮することを基本と
し、環境・安全・品質に関し、以下のことを最優先事項として取り組む。 
１．製品の開発から廃棄に至るまでの全ライフサイクルにわたって、環境負荷への配慮と環境保護に 

努める。 
２．無事故・無災害を目指し、従業員と社会の安全の確保に努める。  
３．原厄、中৑品、製品なन取りඞう化学物質の安全性を確認し、従業員、物及関係者、お客様なन

関係する人々への健康に配慮する。 
４．お客様が、満足し信頼する品質の製品とサービスを安定的に供給する。 
 法൅・基厜を遵守するとともに、自主的取り組みの推進により、環境・安全・健康・品質の．ڱ

ಌなる匇঱に努める。 
 
＜ＲＣ推進体制＞ 

 
 

 

環境安全委員会

品質ଵ৶委員会

設備ଵ৶委員会

教育委員会

委員শは社শپ 委員শは工場শپ

ＲＣ推進委員会 ＲＣ委員会
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３．安心・安全な工場運営をめざして ع第３次ＲＣ推進計画と実ౚع 
当社は、2014ফ২から2016ফ২までの第3次中期(3নফ)RC推進計画の中で、具体的な目標とそれを

達成するための重点実施項目を定めて活動してきました。 
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４．安心・安全な工場運営をめざして ع第４次ＲＣ推進計画と重点実施項目ع 
第３次ＲＣ中期推進計画の検証を踏まえ、2017 ফ২からスタートした第４次ＲＣ中期（４নফ） 

推進計画では、重大トラブルゼロに向けて重点実施項目の達成に取り組んでいます。 
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５．安全優先の風土強化の取り組みについて 
・安全優先の風土強化 
2009 ফよりＲＣ活動を導入し、ＯＳＨＭＳマネージメントシステムに基づく「労働安全衛生

方針」と「安全衛生ଵ৶組織」を体௺化することで、安全優先の風土強化を継続しています。 

 
         労働安全衛生方針  

      
1．労働安全衛生マネジメントシステムの実ষ 
(1) 当社৶୛を基として、全従業員の協ৡの下に労働安全衛生マネジメントシステムを確য়

し、維持し、継続的な改ఒを実ষすることにより、安全衛生匍厜の匇঱を図り、労働災

害を防止する。 

(2) 労働安全衛生関係法ഥ及びその౎の要卍事項をದ守し、当社が定めた安全衛生ଵ৶規ங

に基づき、従業員の安全衛生を確保する。   

(3) 安全衛生目標の設定及び計画を作成し実施することにより、ＰＤＣＡのサイクル維持し、 

定期的にৄ卟す。       
2．当社の従来からの課題である主要なリスクとして、特に下記の事項に 

全員で傾注する。       
(1) 使用する危険有害物に係る薬傷災害の撲滅      

(2) フォークリフトの運転に係る労働災害の撲滅     
3．快適な職場づくり工場内の臭気対策に配慮する     
4．周知と公表       
この労働安全衛生方針を卽書化し、維持し、全従業員に周知し、労働安全衛生に対する勪௙

の匇঱と実ষをയ進する。また、要卍があった場合には、この労働安全衛生方針は開示する。

       

 
・安全手帳 
ＲＣ活動 5 ফ目にあたる 2014 ফ২には、日本乳化剤の企業຃৶及び安全৶୛とＲＣ基本方針

を再確認するために、安全の誓いを定めた「安全手帳」を作成・配布することで周知しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 8

・全体保安教育の実施 
2015ফ২より、全従業員を対象に、川崎事業所・ಧ勹工場で保安動匇と事故事୻及び現状の取り組

みについて、環境安全部শを講師に保安教育を開卿した。また、工場শが講師になり、当社の厢ு事

故事୻等を教材として、日常業務の中に潜むリスク感受性を高める教育を実施した。 

 

＜川崎事業所＞ 
 教育テーマ （１）保安動匇と事故事୻、及び現状の取り組み 
          講師：環境安全部 木股部শ 
       （２）匒界の重大事故事୻と私たちにできること 
          講師：川崎工場 佐藤前工場শ 

 

（１）保安動向と事故事୻、及び勶状の取り組み  （２）匒化の重大事故事୻とஎたठにできるऒと 

             

 
 
  
 
 
 
 
 

＜ಧ勹工場＞ 
教育テーマ （１）保安動匇と事故事୻、及び現状の取り組み 

           講師：環境安全部 木股部শ 
      （２）高圧ガスについて 

講師：ಧ勹工場 細井工場শ 
 

（１）保安動向と事故事୻、及び勶状の取り組み   （２）高圧ガスについて 

                        
 



 

・輸送途上災害訓練の実施 
2016ফ10月には、川崎事業所構内にて、

実施しました。物及業務委౏先との合同

ることを目的としました。 

 
訓練概要 
 

①輸送途上事故発生(想定)             

 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

③勶৉対策౉にेる๫ጔ匵の৚厓单業

 

 

 

 

 

 

  

 

9

月には、川崎事業所構内にて、ୟଛಥ঱事故の౮常事態（危険物๫ጔ

合同訓練で、緊密な連携態勢と被害の拡大と環境汚染の防止を図

             ②輸送途上事故対策会議

勶৉対策౉にेる๫ጔ匵の৚厓单業        ④శଞ対策本৖শにेる൥௬

ୟଛಥ঱事故の౮常事態（危険物๫ጔ)を想定した訓練を

と被害の拡大と環境汚染の防止を図

輸送途上事故対策会議 

శଞ対策本৖শにेる൥௬ 
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６．事業活動に伴う環境負荷 
 

＜環境৶୛＞ 
私たちは、社会の重要な一員として「地球環境の保全に積極的に貢献していくことは、 

企業の基本的ி務である」との認௙の下にその事業活動を展開し、社会の発展に貢献する。 

 

＜環境方針＞ 
川崎工場は、界面活性剤及び化成品等の開発・生産をおこなっており、これらの事業活動 

において、環境負荷をೄ減する活動を継続的にষい地球環境と地域に調和した環境改ఒに努 

めるため、次の通り方針を定める。 

 

１．地球環境保全への取り組みを最重要課題の一つとして位置づけ、企業活動を展開する。 

２．環境保全に関する各種法ഥ・厬୻・協定なनに基づく規制をದ守すると供に、各種の 

環境負荷の低減に関し、具体的な目的・目標を定めて、その達成に努める。 

３．環境ଵ৶のための体制やシステムを整備し、その運営の継続的な改ఒと汚染の匨防に 

努める。 

４．環境負荷のより少ない製品・技術・サービスの開発と社会への提供に努める。 

 環境方針を達成するため卽書化し、実ষ・維持し全従業員（構内協ৡ会社を含む）に．ڱ

周知させる。 

６．この環境方針は、外部からの要請に応じて、開示する。 

 

 

＜環境コミュニケーション＞ 
① 環境社会貢献活動 

      構外清掃延べ 12 件/ফ、環境保安研究会へ参加、東勤೓環境一ผ調匀に協ৡした。 

② ৉ୠ卦及 

      卐ๆ会社卦通安全指導会、千鳥防災協৮会、ಏ௃消防協৮会、消防出初式等へ参加した。 

③ 環境に関わる法規制の遵守状況 

法規制の遵守状況は、添付の環境データ集を参照。 

 

＜匚ग़ネルॠーの活動成卵＞ 
匚エネルギー活動を継続的に推進してきた医果、経匡産業匚・匚エネルギー厘が実施する事業者ク

ラスীけ評価制২において、匚エネルギーへの取り組みが進んでいる優ଐ事業者として、Ｓランク

の評価を頂きました。
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７．品質保証への取り組み 
川崎事業所及びಧ勹工場で製造する製品にᅎいて、顧客の要卍事項を満足し、工場の品質保卨活動を 

効果的にষない、かつ顧客満足の匇঱を目指すため、1997ফに品質マネジメントシステムを構築し、1998 

ফにISO9001 川崎工場取得、同じく2001ফಧ勹工場取得し、ಌなる継続的改ఒに努めています。 

 

品質方針 
 

トップマネジメントは品質方針を次の通り定め、要求事項への適合及び品質マネジメント 

システムの有効性の継続的な改善を図るものとする。 

 

① お客様に信頼と満足をいただける製品を提供する 

 

② 生産プロセスの継続的な改善を進め、品質の安定を目指す。 

 
 
 

経営者であるトップマネジメントは、品質マネジメントシステムの構築及び実施、並びにその有効性を 

継続的に改ఒするために、次の事項のコミットメントをষい実施させます。 

（１）法ഥದ守及び顧客要卍事項を満たすことの重要性を、工場内に஫達周知するため、品質方針・ 

品質目標を定めて、教育訓練及び内部コミュニケーション等を通して周知する。 

（２）品質方針の実現のため、毎ফ২、「ＲＣ推進計画」を策定させ、品質目標の達成のための具体的な 

活動を策定させる。 

（３）工場の「ＲＣ活動計画・実績書」の目標（品質目標）及び重点項目の達成のために、各職場で 

「職場ＲＣ推進計画・実績書」を策定させる。 

（４）マネジメントレビューを実施する。 

厧要な設備・要員等のৱ౺が確実に匏用できるように、設備計画、定期点検計画及び、要員計画を（ڱ）

作成させる。 

 

品質トラブル予防活動の推進 
品質トラブルには迅速に対応するよう体制を強化し、お客様への影響を防止するとともに、トラブル 

情報をデータベース化し、匍匊展開によるトラブル匨防活動にも役য়てています。 

グループ会社との品質卦及会や品質叆匀の実施により、グループ全体で品質トラブル匨防活動の 

レベルアップに努めてまいります。 
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８．サイトレポート ＊＊＊川崎工場サイトレポート＊＊＊ 
 

＜工場শओቂቇ＞ 
当社川崎事業所は、第 3 次中期ＲＣ推進計画（20142016ع ফ২）最厖ফ২の活動として、労働安全では、

危険性の高い作業について、危険性ﾚﾍﾞﾙⅢの撲滅やﾚﾍﾞﾙⅡの低減を図りました。また、緊急時危険作業のリスク

アセスメントに取り組み、地震・津波・台風等の災害時における危険作業のリスク洗い出しと対策を実施しまし

た。労働災害のীథでは、卲り傷による災害事୻が続いており、勘要なサポートథのඏு等、作業環境を改ఒし

て本質安全に努めています。 

環境保全では、ীങ஑匰౺導入യ進事業厔ଓஃস制২を用いた、コージख़ネレーション設備を本卺༎働させ、

エネルギー原単位を削減しました。 

保安防災では、機ஓ重要২ীథの新基厜に基づき、2016 ফのಒ期定期ఊ৶工事でリスクの高い生産設備の点

検・整備を実施して、安全体制を強化しました。2016 ফ 11 月に๫えい火災を想定した、千鳥地区共同防災隊

との合同防災訓練をষい、外部関係部署への通報体制をৄ卟し、より実態にปった情報共有化をষうことを課題

としました。また、ୟଛಥ঱事故対応では、緊急ৱ機材を使用した訓練をষい、ୟଛにおけるリスクଵ৶を強化

しています。 

これらの多ফにわたる危険物の安全ଵ৶、厣に、10 ফ৑無事故であることと消防ষ৆への協ৡや、防災卩想

の൤及に努めた඘績により、関東甲信越地区危険物安全協会連合会会শೖを受ೖしました。 

০後も、安全操業に努め、ಌなるＲＣ活動の充実と一層の推進を図っていきます。 
 

２０１７ফ７月 

              川崎工場শ 秋山 廣志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 ফ 6 月 20 日               2016 ফ 11 月 22 日 

関東甲信越地区危険物安全協会連合会        千鳥地区共同防災隊との合同訓練 

会শೖを受ೖ                  消防技術説明者による共同防災隊への 

環境安全部 木股部শ              災害情報の説明 
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＜川崎工場の概要＞ 
 

 工場শ名：秋山 廣志 

 所在地：神ఱ川県川崎市川崎区千鳥঴1番1号 

 従業員数：242名(研究所含む)（4/1現在） 

 ＴＥＬ：044-266-8914 

 ＦＡＸ：044-276-1724 

 

 

 

 

 

 

1963ফ 川崎市に建設し、約３万㎡の敷地に各種製造プラント及び貯蔵施設を有する、日本乳化剤の基幹

工場です。界面活性剤、グリコールエーテル、機能性グリコール、アミン誘導体等、多くの製品を製造でき

るマルチプラントとなっています。 

 

生産設備、技術研究施設 
多วにわたるカスタマイズ製品を作るため、்南い能ৡの生産設備を保有しています。また、技術研究施

設を同じ敷地にもち、顧客ニーズにきめ細かく対応できる体制となっています。 

 

・生産設備              ・技術研究施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認証取得 
生産本部 品質マネジメントシステム ISO- 9001（JCQA－0377） 

川崎工場 環境マネジメントシステム  ISO-14001（JCQA－E－0466） 
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＜川崎工場 環境データ集＞ 
 

◆エネルギー原単位の推移 

 

 

 

◆廃棄物発生୤原単位の推移 

 

 

 

◆PRTR 対象物質 大勴へのൾ出୤推移 

 

 

 

 

 

 

◆CO2 ൾ出୤原単位の推移 

 

◆ゼロエミッションの推移 

 

 

 

◆SOx、NOx、ばいじん୤の推移 

 

 

エネルギー使用量推移      年度 2012 2013 2014 2015 2016
エネルギー使用量(原油換算kL) 11,215 10,712 8,778 8,795 9,022
主品目生産量（ton) 70,391 64,196 53,452 57,019 58,493
エネルギー原単位(原油換算kL/ton) 0.159 0.167 0.164 0.154 0.154
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(原油換算千kL)

年度

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量(原油換算千kL)

原単位(原油換算kL/ton)

廃棄物発生量      年度 2012 2013 2014 2015 2016
廃棄物発生量(ton) 18,651 19,165 16,555 16,809 16,820
主品目生産量(ton) 70,391 64,196 53,452 57,019 58,493
廃棄物発生量原単位(ton/ton) 0.265 0.299 0.310 0.295 0.288

0000 ....288 288 288 288 
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　　　　　　　　　　年度 2012 2013 2014 2015 2016

PRTR対象物質大気排出量(ｋｇ) 676 600 473 529 529
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ゼロエミッション率　　　　　年度 2012 2013 2014 2015 2016
外部最終埋立量(ton) 11.93 6.04 2.39 2.72 1.06
廃棄物発生量（ton) 18,651 19,165 16,555 16,809 16,820
ゼロエミッション率(%) 0.0640 0.0315 0.0144 0.0162 0.0063
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ゼロエミ率（%）

　　　　　年度 2012 2013 2014 2015 2016
SOx(ton) 0.130 0.127 0.114 0.111 0.105
NOｘ(ton) 11.911 6.057 6.126 10.596 8.888
ばいじん(ton) 1.463 2.663 1.553 1.985 1.101
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CO2排出量推移      年度 2012 2013 2014 2015 2016
CO2排出量   (ｴﾈﾙｷﾞｰ由来ton) 21,722 21,429 17,571 17,411 17,721
CO2排出量   (焼却炉由来ton) 1,898 2,043 1,810 2,218 2,263
CO2排出量     合計（ton) 23,620 23,472 19,381 19,629 19,984
主品目生産量（ton) 70,391 64,196 53,452 57,019 58,493
CO2排出量原単位（ton/ton） 0.336 0.366 0.363 0.344 0.342
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９．サイトレポート ＊＊＊ಧ勹工場サイトレポート＊＊＊ 

 

＜工場শओቂቇ＞ 

当社ಧ勹工場は、2016 ফ২のＲＣ活動として、労働安全では、緊急時危険作業のリスクアセスメントの取り

組みと、基本安全活動(5Ｓ活動、現物を確認しながらのＫＹ活動、ヒヤリハット活動)を継続的にষないました。 

労働災害では生産設備の洗ཱི作業時に೸匍がかかり火傷する事୻が発生しましたので、対策として、作業手ದ

及び配ଵのৄ卟しを実施して、本質安全に取り組んでいます。 

環境保全では、川崎事業所と同様に、ଓஃস制২を活用してコージख़ネレーション設備を༎働し、エネルギー

原単位を削減しました。またڼڷプラントႪ೏設備の匚ৡ化をさらに進めています。 

保安防災では、厢ுのトラブル事୻を教訓にして、職場教育、ＨＡۏＯＰによるリスクアセスメントを実施し、

回転機ஓの重要২ীథの新基厜に基づき、2016 ফのಒఛ定期ఊ৶工事でリスクの高い生産設備の点検・整備を

実施して、生産体制を強化しました。さらに、各職場毎の消火訓練や総合防災訓練を計画通り実施しました。 

社会とのコミュニケーションでは、卐ๆ事業所との定୻会、クリーン神栖の日への参加や、ঌット঎トルय़ক

ップ回収によるワクチン提供等の活動を実施しました。 

০後も、安全操業に努め、ಌなるＲＣ活動の充実と一層の推進を図っていきます。 

 

２０１７ফ７月 

ಧ勹工場শ 細井 晴生 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

現物を確認しながらの KY 活動①       現物を確認しながらの KY 活動② 
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＜ಧ勹工場の概要＞ 
 

 工場শ名：細井 晴生 

 所在地：茨城県神栖市東深芝16番4 

 従業員数：74名（4/1現在） 

 ＴＥＬ：0299-93-8611 

 ＦＡＸ：0299-93-8612 

 

 

 
 
 

増大するお客様の需要に応えるため、１７ڵڵফにไ生したのがಧ勹工場です。ಧ勹ಏ匈工場地ఝの一ഓに

建つこの新鋭工場は、多種多様のグリコールエーテルおよび界面活性剤を生産できます。 

 

 

生産設備、ৗ匫合ଵ৶༠ 
2010ফに౥工したグリコールエーテルの新プラントは川崎工場の約1.5೅の生産能ৡを持つ大規ெ 

プラントでফ৑３万トンの能ৡを持ち、安全༎動しております。また、2017ফ2月には新総合ଵ৶༠が౥工し、

各部署の機能を集約することで、より安全な生産体制を構築しています。 

 

  ・生産設備                  ・新総合ଵ৶༠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認証取得 
生産本部 品質マネジメントシステム ISO-9001 （JCQA－0377） 

ಧ勹工場 環境マネジメントシステム  ISO-14001 （JCQA－E－0908） 
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＜ಧ勹工場 環境データ集＞ 
 
◆エネルギー原単位の推移 

 

 

 

◆廃棄物発生୤原単位の推移 

 

 

 

◆PRTR 対象物質 大勴へのൾ出୤推移 

 

 

 

 

 

◆CO2 ൾ出୤原単位の推移 

 

 

 

◆ゼロエミッションの推移 

 

 

 

◆SOx、NOx、ばいじん୤の推移 

 

 

 

エネルギー使用量推移      年度 2012 2013 2014 2015 2016
エネルギー使用量(原油換算kL) 7,137 7,163 6,142 6,038 5,947
主品目生産量（ton) 47,825 50,228 46,723 51,026 50,769
エネルギー原単位(原油換算kL/ton) 0.149 0.143 0.131 0.118 0.117
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ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量(原油換算千kL)

原単位(原油換算kL/ton)

廃棄物発生量      年度 2012 2013 2014 2015 2016
廃棄物発生量(ton) 4,585 4,496 3,633 3,168 3,337
主品目生産量(ton) 47,825 50,228 46,723 51,026 50,769
廃棄物発生量原単位(ton/ton) 0.096 0.090 0.078 0.062 0.066

0 .066 0 .066 0 .066 0 .066 
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　　　　　　　　　　年度 2012 2013 2014 2015 2016

PRTR対象物質大気排出量(ｋｇ) 2,014 1,960 1,791 1,846 1,846
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CO2排出量推移      年度 2012 2013 2014 2015 2016
CO2排出量   (ｴﾈﾙｷﾞｰ由来ton) 16,402 14,902 12,669 12,085 11,698
主品目生産量（ton) 47,825 50,228 46,723 51,026 50,769
CO2排出量原単位（ton/ton） 0.343 0.297 0.271 0.237 0.230
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ゼロエミッション率　　　　　年度 2012 2013 2014 2015 2016
外部最終埋立量(ton) 43.14 44.60 1.03 0.00 0.00
廃棄物発生量（ton) 4,585 4,496 3,633 3,168 3,337
ゼロエミッション率(%) 0.9409 0.9920 0.0284 0.0000 0.0000

0000 ....000 000 000 000 

0.000 

0.240 

0.480 

0.720 

0.960 

1.200 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 

2012 2013 2014 2015 2016

ゼロエミ率(%)外部最終埋立量

(ton)

年度

外部最終埋立量（ton）
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　　　　　年度 2012 2013 2014 2015 2016
SOx(ton) 0.615 0.010 0.000 0.000 0.000
NOｘ(ton) 0.985 0.965 0.924 5.239 7.247
ばいじん(ton) 0.615 0.456 0.456 0.441 0.608
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